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はしがき

本研究では、空でない特異点集合 2をもっ、 3次元双曲錐多様体 M の変形を解析す

ることを目的としている。研究代表者の藤井は、 M が3次元球面 83で 2が8の字結び目

となる例については、変形空間 Rが導手 15の楕円曲線であり、 Rのいくつかの有限位数

の点が双曲構造の退化で生じるすべての幾何構造とちょうど対応していることを見いだし

た。さらに藤井は、楕円曲線 Rのモジュラー曲線 Xo(15)上でみると、それらの有限位数

の点が Xo(15)のある基本領域の境界円上に存在することを示した。一般に、 M 上の双曲

構造の変形空間は有理数体上の代数多様体であるが、それが楕円曲線とか楕円曲面という極

めて性質の良い場合について、 M の変形のメカニズムを数論の立場から解明することが今

後の課題である。

また藤井は、 2次元双曲錐多様体上のヘルムホルツ方程式について、錐角 tを変化さ

せたときにその方程式がどのように影響を受けるかを研究した。とくにヘルムホルツ方程式

を変数分離してできる確定特異点型の常微分方程式 Etの確定特異点を研究した。この研究

で、錐角 tが減少して t== 0になる(つまり特異点がカスプになる)とき、 Etの確定特

異点の合流が起こり、 Etの確定特異点が Eoの不確定特異点になるということを見いだし

た。さらに、カスプが全測地的境界円 81に変化していくという双曲構造の変形において、-

不確定特異点が正則点に変化していくということも見いだした。 3次元双曲錐多様体に関し

でも、双曲構造の変形と確定特異点の合流との関連を見いだすことが今後の課題である。

研究分担者の上正明は、ザイフェルト有理ホモロジー3球面に対する Fukumoto四 Furuta

不変量がスピンホモロジーコボルデイズム不変であることを示し、ザイフェルト 3次元多様

体が3次元球面 83の結び目のデーン手術で得られるための条件を与えた。また、研究分担

者の今西は、葉層構造を保つ Lipschitz同相写像の研究を継続した。研究分担者の驚藤は、

非アルキメデス局所体上の許容表現と代数体上のカスプ表現の具体的記述に成功した。
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